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薬
物
乱
用
で
大
事
故
続
発
！
　
に
わ
か
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
が
注
目
さ
れ
京
都
で
も
官
民
一
体
の
包
囲
網
が
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
主
流
だ
っ

た
大
人
世
代
の
大
麻
や
覚
せ
い
剤
と
異
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
状
で
安
価
に
入
手
で
き
る
ド
ラ
ッ
グ
は
、
若
者
層
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
京
都
の
大
学
な
ど
で

も
学
生
た
ち
が
独
自
に
予
防
・
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
山
青
少
年
活
動
セ
ン
タ
ー
　
チ
ー
フ
ユ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
　
宮
川
知
子

若
者
に
し
の
び
よ
る

京
都
ダ
ル
ク
（
薬
物
依
存
症
か
ら
の
回
復
へ
）

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
使
用
の
大
事
故
が
続
発
し
て
社
会
問
題

化
、
京
都
ダ
ル
ク
（
出
原
和
宏
・
太
田
実
男
施
設
長
）
へ

の
相
談
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
京
都
市
伏
見
区
深
草
西
浦

町
に
あ
る
京
都
ダ
ル
ク
は
覚
せ
い
剤
、
大
麻
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
、
処
方
薬
な
ど
多
種
の
薬
物
依
存
者
や
家
族
の

相
談
、
依
存
症
か
ら
の
回
復
に
向
け
て
の
セ
ル
フ
ヘ
ル
プ

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
リ
ハ
ビ
リ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続
け
て
い
ま

す
。
昨
年
７
月
か
ら
京
都
府
薬
務
課
と
の
協
働
で
「
き
ょ

う
―
薬
物
を
や
め
た
い
人
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
専
用
電
話

（
０
７
５
―

６
４
４
―

７
１
８
４
）
を
所
内
に
開
設
、
依
存
症

か
ら
回
復
し
た
経
験
の
あ
る
相
談
員
が
対
応
し
て
効
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。
区
内
に
は
入
寮
施
設
（
３
ヵ
所
）
も
あ

り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
笠
嶋
敏
さ
ん
は
「
以
前
は
覚
せ
い

剤
の
依
存
症
者
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
１
年
ほ
ど
前
か

ら
相
談
も
来
所
者
も
20
〜
30
代
の
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
利
用

者
が
急
増
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

京
都
マ
ッ
ク
（
社
会
復
帰
を
目
指
す
）

　

薬
物
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
、
摂
食
障
害
な
ど
）
の
人
た
ち
の
社
会
復
帰
を
目

指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
マ
ッ
ク
（
京
都
市
下
京
区
大
宮
通

七
条
上
ル
）
に
は
、
約
20
人
の
仲
間
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

兼
ね
訪
れ
て
い
ま
す
。
辻
井
秀
治
所
長
は
「
初
め
か
ら
積

極
的
に
ド
ラ
ッ
グ
を
求
め
て
い
た
者
は
少
な
い
。
金
銭
面

や
使
用
方
法
な
ど
の
手
軽
さ
か
ら
若
者
の
間
で
広
が
っ
て

き
た
よ
う
で
す
。
根
源
は
、
若
者
た
ち
の
人
間
関
係
に
お

け
る
希
薄
さ
で
し
ょ
う
」と
語
っ
て
い
ま
す
。
危
険
ド
ラ
ッ

グ
と
繋
が
る
以
前
に
、
若
者
が
家
族
や
友
人
ら
と
の
親
密

で
健
全
な
人
間
関
係
の
構
築
が
急
務
な
よ
う
で
す
。

京
都
府
警

　

刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
第
三
課
指
導
係
長
の
辻
健
警
部

補
の
話
で
は
「
関
係
警
察
署
な
ど
が
指
導
や
取
締
り
の
結

果
、
さ
る
10
月
末
ま
で
に
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
対
面
販
売
し

て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
を
廃
業
に
追
い
込
ん
だ
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
等
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
」
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
府
内
の
各
学
校
、
企
業
、
各
種
団
体
へ
出
向
き
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
薬
物
乱
用
防
止
の
広
報
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

京
都
府

　

京
都
府
内
で
も
危
険
ド
ラ
ッ
グ
を
は
じ
め
と
す
る
薬
物

事
犯
が
後
を
絶
た
ず
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
京
都
府
で
は
、
行
政
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
少

年
団
体
、業
界
団
体
等
１
５
１
団
体
か
ら
構
成
す
る
「
き
ょ

う
と
薬
物
乱
用
防
止
行
動
府
民
会
議
」
を
核
に
、
オ
ー
ル

京
都
体
制
で
薬
物
乱
用
未
然
防
止
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
京
都
府
警
や
近
畿
厚
生
局
と
も
連
携
し
、
危
険
ド

ラ
ッ
グ
販
売
店
の
徹
底
的
な
監
視
、
取
締
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
取
締
の
た

め
、
条
例
の
制
定
作
業
を
進
め
る
な
ど
、
府
か
ら
危
険

ド
ラ
ッ
グ
を
一
掃
す
る
た
め
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
府
薬
務
課
の
細
井
允
貴
担
当
技
師
は
、
相
談
窓
口

を
設
置
し
た
府
内
各
保
健
所
や
中
学
高
校
な
ど
を
ま

わ
っ
て
講
演
・
指
導
業
務
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

京
都
市

　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
」
―
―
京
都
市
保
健
福
祉
局
生
活
衛

生
課
で
は
、
危
険
ド
ラ
ッ
グ
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ

な
ど
で
地
域
の
各
種
団
体
、
学
校
な
ど
に
薬
物
乱
用
の
根

絶
を
訴
え
て
い
ま
す
。
各
区
の
「
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
な

ど
に
も
出
掛
け
て
啓
発
活
動
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
前
や
繁

華
街
で
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
し
て
い
ま
す
。
学
生
の
ま

ち
の
京
都
で
は
地
方
か
ら
来
た
学
生
た
ち
が
安
価
で
入
手

容
易
な
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
魔
手
に
狙
わ
れ
が
ち
で
す
。
大

原
隆
薬
務
係
長
は
「
な
ん
と
い
っ
て
も
薬
物
乱
用
の
予
防

で
す
。
小
学
校
か
ら
大
学
ま
で
啓
発
資
料
を
用
意
し
て
防

止
活
動
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
来
年
3
月
に
は
、
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
や
学
生
啓
発
リ
ー
ダ
ー
ら
を
対
象
に
研
修

会
も
し
ま
す
。
講
師
派
遣
は
生
活
衛
生
課
へ
（
担
当
：
栁

澤
佑
加
子
）。
市
こ
こ
ろ
の
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
で
は
薬
物

依
存
症
の
相
談
も
受
け
て
い
ま
す
。

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
正
体

京
都
外
国
語
大
学
―
「
ド
ラ
ス
タ
」、
活
動
中
!!

　

京
都
外
国
語
大
学
で
は
、
学
生
主
導
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
２
０
１
２
年
１
月
、
学
生
有
志
で
、「
薬
物
乱
用
防

止
学
生
委
員
会
」
が
発
足
、
学
内
に
啓
発
室
を
設
置
。
京

都
府
警
や
地
域
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
防
止
啓
発
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
や
学
内
・
街
頭
で
の
チ
ラ
シ
配
布
、
高
校
生
を

対
象
と
し
た
講
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
学
生
か
ら
の
意
見
、
企
画
は
で
き
る
限
り
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
き
た
い
。
特
に
、大
学
で
の
春
休
み
・
夏
休
み
は
、

期
間
が
長
く
い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
接
す
る
機
会
が
多
く

な
る
。
そ
ん
な
中
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
魔
の
手
が

忍
び
寄
る
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。
薬
物
を
所
持
・
使
用
す

る
な
ど
勝
手
な
こ
と
が
で
き

な
い
環
境
を
作
る
こ
と
、
薬

物
乱
用
防
止
を
継
続
し
て
呼

び
か
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
」

と
学
生
部
の
稲
田
雅
弘
学
生

課
長
は
語
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
10
月
に
は
、

府
内
の
大
学
（
現
在
35
校
、

学
生
リ
ー
ダ
ー
３
１
３
人
）

で
薬
物
追
放
に
取
り
組
む
組
織「
ド
ラ
ス
タ
京
都
」を
結
成
。

活
動
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
「
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
」

と
称
し
て
液
状
、
粉
末
、
固
形
、

吸
飲
も
の
な
ど
の
形
で
「
脱
法

ハ
ー
ブ
」「
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
」「
バ

ス
ソ
ル
ト
」「
お
香
」
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に

は
麻
薬
や
覚
せ
い
剤
と
類
似
の
物

質
を
含
ん
で
い
ま
す
。
使
用
す
る

と
幻
覚
や
意
識
障
害
、
呼
吸
停
止

な
ど
か
ら
大
事
故
を
引
き
起
こ
し

た
り
、
死
に
い
た
っ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
薬
事
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
指
定
薬
物
の
所
持
、

使
用
、
購
入
、
譲
渡
が
新
た
に
禁

止
さ
れ
ま
し
た
。
違
反
す
る
と
、

３
年
以
下
の
懲
役
か
、
３
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
併
科
さ

れ
ま
す
。
京
都
府
で
は
12
月
府
議

会
に
規
制
条
例
を
提
案
す
る
予
定

で
す
。

外
的
な
引
き
金

・
1
人
で
家
に
い
る
時

・
ク
ス
リ
仲
間
と
い
る
時

・
酒
を
飲
ん
だ
時

・
給
料
日
の
後

・
繁
華
街
に
行
っ
た
時

内
的
な
引
き
金

・
不
安

・
怒
り

・
疲
れ

・
悲
し
さ

・
欲
求
不
満

   

厚
労
省

（
脱
薬
物
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

薬
物
使
用
の
「
引
き
金
」

危
険
ド
ラ
ッ
グ


